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第 1章 業務概要 

 

1 業務の目的 

明石市では、平成 16年度より市内の河川・ため池・里山林・海岸などにおいて、自然環境保全

のために「自然環境調査」を実施しており。それらのデータを基に平成 22年度に「つなごう生き

物のネットワーク 生物多様性あかし戦略号」を策定した。その後も生物多様性あかし戦略を推

進するために、調査を継続して行っている。現在、調査開始から 9 年が経過し、データが相当量

蓄積されてきており、今後のさらなる生物多様性あかし戦略の推進と本市の自然環境保全を進め

る上で、必要なデータを整理することを目的とする。 

 

2 業務の内容 

以下に示す、既存の自然環境調査資料より、出現種の確認地点、確認年月日、種類、種名、貴

重種等の区分、外来生物の区分について抽出、整理を行う。使用するソフトは「Microsoft office 

Access 2007」とし、平成 24年度以降の明石市自然環境調査データの追加が可能な仕様とする。 

 

 

明石市自然環境調査結果資料一覧 

年度 対象区域 対象項目 

H16 ため池 植生 

ため池 魚介類、昆虫類 
H17 

金ヶ崎公園、明石公園 昆虫類、植物相、植生 

H18 河川 魚介類、昆虫類 

H19 河川 植物相、植生 

H20 市内全域 植物、哺乳類、鳥類、両生・爬虫
類、魚類、昆虫類 

H21 松陰新田地区、明石海岸 植物、鳥類、昆虫類 

H22 明石海岸、沿岸地域 生物相 

明石川 魚介類 

H23 
明石公園 植物、哺乳類、鳥類、両生・爬虫

類、魚介類、昆虫類 
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第 2章 データベース作成サンプル 

 

データベースの作成は以下の項目とする。 

 

○明石市自然環境調査データベース 

縦軸に種名、横軸に貴重種・外来種および確認地点を表記し、データベースを作成する。確

認生物全種のほか、貴重種のみおよび外来種のみのデータベースの作成も可能。 

 

○各地点 確認種一覧表 

特定の地点（選択）における確認種一覧表を作成する。 

 

○各種 確認地点一覧表 

特定の種（選択）における確認地点一覧表を作成する。 

 

 

データベースの作成サンプルを次ページ以降に整理する。 
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第 3章 説明事項 

1 語句説明 

・種名の「○○○sp.」「△△△spp.」について 

 

 「○○○sp.」：○○○属（または科、目等）の 1種 

※種の同定が不可能である○○○属（または科、目等）の生物が 1種確認されたことを示す 

「△△△spp.」：△△△属（または科、目等）の数種 

※種の同定が不可能である△△△属（または科、目等）の生物が複数種確認されたことを示す 

 

2 貴重種カテゴリー 
・略記凡例  
 
＜環境省レッドリスト＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜兵庫県レッドリスト＞ 

 

 

 

 

 

 

アクセス中表
記 

カテゴリー 

CR+EN 絶滅危惧Ⅰ類 
CR 絶滅危惧ⅠA類 
EN 絶滅危惧ⅠB類 
VU 絶滅危惧Ⅱ類 
NT 準絶滅危惧 
DD 情報不足 

アクセス中
表記 

カテゴリー 

A A ランク 

B B ランク 

C C ランク 

要注目 要注目種 

要調査 要調査種 

・レッドリスト最新改訂年度一覧 

＜環境省レッドリスト＞ 

哺乳類 2012 年 8月 

鳥類 2012 年 8月 

爬虫類 2012 年 8月 

両生類 2012 年 8月 

汽水淡水魚類 2013 年 2月 

昆虫類 2012 年 8月 

貝類 2012 年 8月 

その他無脊椎動物 2012 年 8月 

植物Ⅰ(維管束植物) 2012 年 8月 
植物Ⅱ(藻類、蘚苔類、
地衣類、菌類) 2012 年 8月 

 

＜兵庫県レッドリスト＞ 

鳥類 
※兵庫県版レッドデータブ
ック 2013（鳥類）より 

2013 年 3月 

昆虫類 
※兵庫県版レッドデータブ
ック 2012（昆虫類）より 

2012 年 3月 

植物 
※兵庫県版レッドデータブ
ック 2010（植物・植物群落）
より 

2010 年 3月 

上記以外の生物 
※改訂・兵庫の貴重な自然よ
り 

2003 年 3月 
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環境省レッドリストについて、環境省資料より抜粋
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Extinct (EX) 

Extinct in the Wild (EW) 

Critically Endangered +
 Endangered (CR+EN) Critically  

Endangered 
(CR) 
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Critically Endangered +

 Endangered (CR+EN) Critically  
Endangered  

(CR) 
 

Endangered  
(EN) 
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Critically Endangered +

 Endangered (CR+EN) Endangered  
(EN) 
 

Vulnerable (VU) 
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Vulnerable (VU) 

Near Threatened (NT) 

Data Deficient (DD  
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兵庫県レッドリスト　カテゴリー　(2013年3月現在)

①絶滅
兵庫県内での確認記録、標本があるなど、かつては生息してい
たと考えられるが、現在は野生下では見られなくなり、生息の
可能性がないと考えられる種

②Aランク
環境省レッドデータブックの絶滅危惧Ⅰ類に相当。兵庫県内に
おいて絶滅の危機に瀕している種など、緊急の保全対策、厳重
な保全対策の必要な種

③Bランク
環境省レッドデータブックの絶滅危惧Ⅱ類に相当。兵庫県内に
おいて絶滅の危機が増大している種など、極力生息環境などの
保全が必要な種

④Cランク 環境省レッドデータブックの準絶滅危惧に相当。兵庫県内にお
いて存続基盤が脆弱な種

⑤要注目種 最近減少の著しい種、優れた自然環境の指標となる種や分布や
行動に変化があり動向が注目される種などの貴重種に準ずる種

⑥要調査種

環境省レッドデータブックの情報不足に相当。兵庫県内での生
息の実態がほとんどわからないことなどにより、現在の知見で
は貴重性の評価ができないが、今後の調査によっては貴重種と
なる可能性のある種

①絶滅
兵庫県内での確認記録、標本があるなど、かつては生息してい
たと考えられるが、現在は見られなくなり、生息の可能性がな
いと考えられる種

②Aランク
兵庫県内での確認記録、標本があるなど、かつては生息してい
たと考えられるが、現在は見られなくなり、生息の可能性がな
いと考えられる種

③Bランク
環境省レッドデータブックの絶滅危惧Ⅱ類に相当。兵庫県内に
おいて絶滅の危機が増大している種など、極力生息環境、自生
地などの保全が必要な種

④Cランク 環境省レッドデータブックの準絶滅危惧に相当。兵庫県内にお
いて存続基盤が脆弱な種

⑤要注目種 最近減少が著しい種、優れた自然環境の指標となる種などの貴
重種に準ずる種

⑥地域限定貴重種

兵庫県全域で見ると貴重とはいえないが、県内の特定の地域に
おいてはA、B、C、要注目のいずれかのランクに該当する程度の
貴重性を有する種であるとともに、「学術的に特に貴重とみな
される個体群」、「生物地理学的に重要な意味を持つ個体
群」、「保全上重要な単位とみなされる個体群」として識別さ
れる種

⑦要調査種

環境省レッドデータブックの情報不足に相当。本県での生息の
実態がほとんどわからないことなどにより、現在の知見では貴
重性の評価ができないが、今後の調査によっては貴重種となる
可能性のある種

鳥類　（改訂・兵庫の貴重な自然  兵庫県版レッドデータブック　2012　(鳥類)）

昆虫類　（改訂・兵庫の貴重な自然  兵庫県版レッドデータブック　2012　(昆虫類)）
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兵庫県レッドリスト　カテゴリー　(2013年3月現在)

①絶滅

兵庫県内での確認記録、標本があるなど、かつては生育してい
たと考えられるが、兵庫県では近年、現存が確認できなかった
もの。※ 飼育栽培下では存続している、いわゆる野生絶滅種を
含む

②Aランク
環境省レッドデータブックの絶滅危惧Ⅰ類に相当。兵庫県内に
おいて絶滅の危機に瀕している種など、緊急の保全対策、厳重
な保全対策の必要な種。

③Bランク
環境省レッドデータブックの絶滅危惧Ⅱ類に相当。兵庫県内に
おいて絶滅の危険が増大している種など、極力生息環境、自生
地などの保全が必要な種。

④Cランク 環境省レッドデータブックの準絶滅危惧に相当。兵庫県内にお
いて存続基盤が脆弱な種。

⑤要調査種

環境省レッドデータブックの情報不足に相当。本県での生息生
育の実態がほとんどわからないことなどにより、現在の知見で
は貴重性の評価ができないが、今後の調査によっては貴重種と
なる可能性のある種

①Aランク 発生確認箇所数が非常に少なく、貴重性が極めて高いと考えら
れる種

②Bランク 発生確認箇所数が少なく、貴重性が高いと考えられる種
③Cランク 優れた自然環境の指標となる種などの、貴重種に準ずる種。

④要調査種 現在の知見では貴重性の判断ができないが、今後の調査によっ
ては貴重種となる可能性のある種。

①Aランク 生育場所が限定され、保全の必要性が高い数少ない重要な環境
や、藻場などの生態系を特徴付ける種。

②Bランク 生育場所が限定され、保全することが望まれる重要な環境や、
藻場などの生態系を特徴付ける種。

③Cランク 現在は重要性は高くないが、今後重要となる可能性が高い環境
や、藻場などの生態系を特徴付ける種。

④地域絶滅危惧種(LE※)
過去に分布していたことが確認されているが、生育環境の悪化
などにより、現在は分布が確認されないか、きわめて稀にしか
出現しない種。

⑤要調査種
本県での生育の実態がほとんどわからないことにより、現在の
知見では貴重性の判断ができないが、今後の調査によっては貴
重種となる可能性のある種。

※LoCAl EndAngered SpeCies　　　　　　　　　

①Aランク 発生確認箇所数が非常に少なく、貴重性が極めて高いと考えら
れる種。

②Bランク 発生確認箇所数が少なく、貴重性が高いと考えられる種。
③要注目種 優れた自然環境の指標となる種などの、貴重種に準ずる種。

④要調査種
本県での生育の実態がほとんどわからないことにより、現在の
知見では貴重性の判断ができないが、今後の調査によっては貴
重種となる可能性のある種。

藻類　（改訂・兵庫の貴重な自然  兵庫県版レッドデータブック　2010（植物・植物群落））

菌類　（改訂・兵庫の貴重な自然  兵庫県版レッドデータブック　2010（植物・植物群落））

維管束植物　（改訂・兵庫の貴重な自然  兵庫県版レッドデータブック　2010（植物・植物群落））

蘚苔類　（改訂・兵庫の貴重な自然  兵庫県版レッドデータブック　2010（植物・植物群落））
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兵庫県レッドリスト　カテゴリー　(2013年3月現在)

①Aランク 規模的、質的にすぐれており貴重性の程度が最も高く、全国的
価値に相当するもの。

②Bランク Aランクに準ずるもので、地方的価値、都道府県的価値に相当す
るもの。

③Cランク Bランクに準ずるもので、市町村的価値に相当するもの。

④要注目
人間生活との関わりを密接に示すもの、地元の人に愛されてい
るものなど、貴重なものに準ずるものとして保全に配慮すべき
もの。

　

①今見られない

兵庫県内での確認記録、標本があるなど、かつては生息生育し
ていたと考えられるが、現在は見られなくなり、生息生育の可
能性がないと考えられる種。鳥類にあっては、過去には兵庫県
内で毎年または通年見られたが、現在は稀に迷鳥としてしか見
られなくなった種については、この区分に含めることとした。

②Aランク
改訂日本版レッドデータブックの絶滅危惧Ⅰ類に相当。兵庫県
内において絶滅の危機に瀕している種など、緊急の保全対策、
厳重な保全対策の必要な種。

③Bランク
改訂日本版レッドデータブックの絶滅危惧Ⅱ類に相当。兵庫県
内において絶滅の危険が増大している種など、極力生息環境、
自生地などの保全が必要な種。

④Cランク 改訂日本版レッドデータブックの準絶滅危惧に相当。兵庫県内
において存続基盤が脆弱な種。

⑤要注目種 最近減少の著しい種、優れた自然環境の指標となる種などの貴
重種に準ずる種。

⑥地域限定貴重種
兵庫県全域で見ると貴重とはいえないが、兵庫県内の特定の地
域においてはA、B、C、要注目のいずれかのランクに該当する程
度の貴重性を有する種。

⑦要調査種

改訂日本版レッドデータブックの情報不足に相当。本県での生
息生育の実態がほとんどわからないことなどにより、現在の知
見では貴重性の評価ができないが、今後の調査によっては貴重
種となる可能性のある種。

植物群落　（改訂・兵庫の貴重な自然  兵庫県版レッドデータブック　2010（植物・植物群落））

上記以外の生物　（改訂・兵庫の貴重な自然  兵庫県版レッドデータブック　2003）
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3 外来種カテゴリー 

 
・略記凡例  
＜環境省指定外来生物＞ 

アクセス中
表記 

カテゴリー 

特 特定外来生物 

未 未判定外来生物 

要 要注意外来生物 

  
※最新改訂年度は 2011 年 7 月 

 
 
＜兵庫県ブラックリスト＞ 

アクセス中
表記 

カテゴリー 

Y 注意種 

Z 警戒種 

 
※最新改訂年度は 2012 年 6 月 

 
 
上記いずれにも属しない外来種については「外来種」と表記する。 
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環境省　指定外来生物カテゴリー概要

カテゴリー 概要

　外来生物(海外起源の外来種)であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被
害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるもので、特定外来生物による生態系等に係
る被害の防止に関する法律により指定される。
　生きているものに限られ、個体だけではなく、卵、種子、器官なども含まれる。

○規制事項=原則禁止
　飼育、栽培、保管及び運搬、輸入、野外へ放つ、植える及び蒔く。
○防除
　特定外来生物による被害がすでに生じている場合又は生じるおそれがある場合で、
必要であると判断された場合は、特定外来生物の防除を行う。

未判定外来生物

　特定外来生物とは別に、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼす疑い
があるか、実態がよく分かっていない海外起源の外来生物で、輸入する場合は事前に
主務大臣に対して届け出る必要がある。
　届出がされた場合は、主務大臣が判断し、影響を及ぼすおそれがある場合は特定外
来生物に指定され、輸入等について規制される。影響を及ぼすおそれがないと主務大
臣が判断した場合は、特に規制はかからない。

　外来生物法の規制対象となる特定外来生物や未判定外来生物とは異なり、外来生物
法に基づく飼養等の規制が課されるものではないが、これらの外来生物が生態系に悪
影響を及ぼしうることから、利用に関わる個人や事業者等に対し、適切な取扱いにつ
いて理解と協力を依頼するもの。また、被害に係る科学的な知見や情報が不足してい
るものも多く、専門家等の関係者による知見等の集積や提供を期待するもの。

(1)被害に係る一定の知見があり、引き続き指定の適否について検討する外来生物
　専門家会合等において、生態系等に対する被害があるかそのおそれがあるとされ、
指定に伴う大量遺棄のおそれなどの生物ごとの様々な課題があることから、現時点で
外来生物法に基づく特定外来生物等の指定対象となっていないもの。今後も特定外来
生物の指定の適否について検討することとしている。

(2)被害に係る知見が不足しており、引き続き情報の集積に努める外来生物
　専門家会合等においても生態系等に対する被害のおそれ等が指摘されているが、文
献等の被害に関する科学的な知見が不足しているもの。引き続き情報の集積に努め、
その状況を踏まえて指定の必要性について引き続き検討するとともに、利用に当たっ
ての注意を呼びかけていく必要があるとされた外来生物。

(3)選定の対象とならないが注意喚起が必要な外来生物(他法令の規制対象種)
　他法令による規制があることから、外来生物法に基づく特定外来生物や未判定外来
生物の選定の対象とはならないが、特に利用に当たっての注意喚起が必要な外来生
物。

(4)別途総合的な取組みを進める外来生物(緑化植物)
　緑化に用いられる外来植物は、災害防止のための法面緑化など様々な場で用いられ
ることから、被害の発生構造の把握と併せて代替的な植物の入手可能性や代替的な緑
化手法の検討等を含めて環境省、農林水産省及び国土交通省の3省が連携して総合的
な取組みについて検討をすすめることとしている。

特定外来生物

要注意外来生物
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兵庫県ブラックリストカテゴリー概要

※生物多様性に悪影響を及ぼす外来生物への対応　兵庫県　H22.3　より抜粋

t.iizuka
テキストボックス




